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 若者の移行期を支える様々な支援 
 
相模原市における、パーソナル・サポー
ト・サービスと、サポステ事業の展開 

特定非営利活動法人 

文化学習協同ネットワーク  佐藤洋作 
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協同ネットの子ども・若者支援事業 
 

 

 

 

    

    

 

 

 

    

NPO法人文化学習協同
ネットワーク 

【子ども支援事業】 

 
 

【若者支援事業】 

  【困窮家庭の子ども・若
者支援事業】 (自治体委託） 

●風のすみか  (コミュニティ・ベーカリー) 

●風のすみか農場 
  (安心安全の農業生産、第６次産業) 

●風のえき (観光案内、コミュニティ・カフェ) 

●アイ企画プロジェクト 
 （印刷業と連携した軽作業所、ＤＴＰ作業） 

●文化学習センター  
  (放課後の学習会)  
  
 

●みたか地域若者サポートステーション 

●さがみはら若者サポートステーション 

●さがみはらサポート・サービス・センター 

            ●求職者支援訓練  

            ●若者の居場所事業  

 

                        

●西東京市 (被保護者ひきこもり・ニート対策事業) 

 
 
 

●フリースペースコスモ  
  (不登校の子どもの居場所) 

●コスモアミークス  
  (特別支援教室) 

●武蔵野市 (ひきこもりサポート事業) 

●三鷹市   (子ども・若者育成支援事業) 

●練馬区      (子どもの健全育成支援事業) 

【社会的事業】 

●相模原市   (子ども・若者育成支援事業) 
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地域若者サポートステーション事業における 
文化学習共同ネットワークの取り組み 
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○さがみはらサポステ 
 平成21年度から、 

   神奈川県相模原市でサポステ事業開始。 
 平成24年度は、本体事業（相談支援）のほか、高校中退者等 

 アウトリーチ事業を実施。 
 

○みたかサポステ 
 平成19年度から、 

   東京都多摩地域東部でサポステ事業開始。 
 平成24年度は、本体事業（相談支援）のほか、高校中退者等 

 アウトリーチ事業、生活支援等継続支援事業（生活支援・学習 

 支援）を実施。 



相模原市における若者支援事業 

地域若者 

サポートステーション 

生活保護世帯                    

子ども・若者 

自立支援事業 

市民協働事業  

第６次産業    
風のすみか農場 

 パーソナル 
  サポート 
  サービス 

   パーソナル・サポートは、 

   サポートステーションと様々な社会資源をつなげるもの 

              ①より広い年齢層に対する継続的な支援        
                       ②じっくりと時間をかける必要のある人への支援   
                                    ③社会的自立にむけた教育的・福祉的支援  
                                     ④来所型個別面談を超えた伴走型支援 
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パーソナル・サポート・センター（ｐｓｃ）概念図 

あう 

・通信サポート 

・受験学習 
職トレ・訓練 

職業訓練 

企業 
事業所 

食と農 
（農場） 

保健福祉機関 

就職支援センター ハローワーク 

・文化イベント 
・ボランティア 
・合宿/キャンプ 

・社会/労働教養 

相模原若者支援地域ネットワーク 

就職支援機関 

教育機関 

精神保健 

障害福祉 

学校教育 青少年相談 

若者総合支援 
相談・社会参加・学び直し 

高等学校 
寄り添い 
ホットライン 

 

交流スペース 

事務局  

ＣＰＳ（センター長１人） 
事務職員（常勤１人、非常勤１人） 

ＰＳ（５人） 

 

 

 

 

 
  

  

 

 

 

 

 

 

 

生活支援 

若者の社会的包摂研究会 

ＡＰＳ（４人）＋協力団体 
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就労 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

パーソナル・サポート・サービスと 
ケースワーカーとの連携 

パ
ー
ソ
ナ
ル
・サ
ポ
ー
ト
・サ
ー
ビ
ス 

生
活
保
護
（ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
） 

・相談、アセスメント 

・支援方針の決定、目標の設
定、本人との共有 
・各種支援策のコーディネイト 

サポステ等の相談者を生活
困難・困窮に陥らないように
予防的観点から支援を実施
する。 

最低限度の生活の維持ができ
るようになった時点で支援は
終了 

ケースワーカーと連携し、当
事者のエンパワーメントのた
めの、居場所活動や自立支
援プログラムを伴走型で行う。 

・生活再建のために生活保護
制度につなげる 
・生活保護ケースワーカーか
らの自立支援依頼を受け入れ 

社会的自立、就労に向けて継
続的に支援を行う。 

再度、困窮状態に陥らないた
めのフォローアップ。 

・自立生活の安定、定着に向
けた目標設定、各種支援策の
コーディネイト 
 

生活保護適用の前後を通じて寄り添い・伴走型支援 

最低限度の生活の維持ができ
ない事態が生じてから支援を
開始 

生活保護制度の適用 

中３勉強会 
生活保護受給家庭の子ど
もの進学支援と高校生の
ための居場所提供を行う。 
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☆サポステとの連携によ
る生活保護受給者自立
支援事業プログラム 
《対象者》16歳から30歳代 
※サポステ… 地域若者サポート
ステーション事業 
 

☆高校生支援プログラム 
○学習支援 

○悩み相談・学び直しができる              
居場所の提供（東林間商店街） 

○世代間交流による社会性の育成 

○キャリアプランニング 

☆就労支援プログラム 

○市就職支援センターとの連携 

☆若者すだち支援事業（中3勉強会） 

進路説明会・相談 

高校進学に向けた支援制度の案
内配付 

学習支援 

悩み相談ができる居場所の提供 

世代間交流による社会性の育成 

《子ども》 《保護者》 

中
学
卒
業 

高
校
卒
業 

子ども健全育成プログラム 

 生保受給家庭の子ども・若者に対する継続的な支援  

★通信制･定時制高校 

との連携 
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パーソナル・サポート・サービス支援プロセス 

①導入段階 

②事前評価段階 

③支援実施段階 

④評価段階 

接点の確保：支援につなげるため、相談窓口、巡回相談会の開催 

申し送り事項の確認：他支援機関から個人情報引継ぎ（本人同意） 

本人等との面接：インテーク面接、、ケースにより家族面談 

アセスメント・判断：本人のニーズ把握。本人の可能性の把握 

対象者の選定：PSS対象者の選定、必要性の判断 

問題点の把握：問題の全体像の把握、問題の焦点化 

目標の設定：支援目標、支援プログラムの策定（自己決定支援） 

各種支援モジュールの提供：支援方策群の適応、継続的支援 

同行支援：メンタリング・コーチング 

関係者カンファレンス：目標達成度合い、支援プログラムの再設定 

見守り、フォローアップ 
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ＰＳと市内介護事業所との協同による 
職業訓練プログラム開発と伴走支援 

９月から福祉住環境コーディネータ受験講座の協同開発と実施 

ふれあい
ネット
ワーク 

さがみはら         
若者サポート・ステーション 

グループホーム      
アルプスの杜 

人材事業会社        
アルプスビジネスサービス 
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パーソナル・サポート・サービス利用者ごとに見る支援事例① 
（生活支援機関との連携事例） 

○２１歳 男子、無業状態、いじめから不登校、通信中退、一年間ほど転職を繰り返し、失業、引きこもり 
○母親（４１歳）中卒、２度離婚、神経症通院、生保受給、父親の違う妹（１３歳）、統合失調症発症 
○計算不得意、仕事できず叱られ失職、親は働けという、自分でも自立したい 

 

支援プロセスと利用者の変化 
Ｒくん 

福祉事務所からサポステに 導入段階 事前評価段階 
⑦
カ
月
目 

⑧
カ
月
目 

支援実施段階 
⑪
カ
月
目 

⑫ 
カ
月
目 

評価段階 継続支援 

 
農業体験、職場体験などに参加。 

携帯電話が止まり、連絡とれなく
なる。 
 

 
ウサギを届けに清里にドライブ 
昼夜逆転の解消 
中１の学習が終わる 
 

 
 
 
週３回の学習支援体制 
ゴミ屋敷、家庭の中の暴力 
母が統合失調症で入院 
 
 
 

 
 
アパートで一人生活 
商店街で職トレ（週３回） 
熱心に続けられる学習支援 
食事提供（食育）、生活自立支援 
商店街の祭り参加 
 
 

 
 

生保受給の若者を対象とする
居場所開所 

学び直し支援開始       
ボランティア参加 
 
 

★熱心に働くが緊張感高い。 
★楽しかったと語る 

★食生活の貧困、昼夜逆転 
★小学校低学年での落ちこぼれ 

★「僕のような人はいるのでしょうか」 
★体力がついてきた 

★お金の管理ができない 
★人といることに疲れなくなった 
★性転換願望はなくなる 
★「壁に立ち向かいたい」 

★熱心に学習に向かう 
★自分を語る 
★性転換願望、カラオケ好き 

 

働きながら、高校認
定の資格を取って
専門学校に行きた
い。 
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パーソナル・サポート・サービス利用者ごとに見る支援事例② 
（職業訓練機関との連携事例） 

○３４歳 男子、無業状態、大学中退後転職を繰り返し、２０代半ば海外に渡り薬物中毒、帰国後８年間  
ひきこもり、民間救急で入院。残居障害（後遺症）に悩むも回復し、就労希望。 
○医師との連携。両親の送迎体制あり。 

 

支援プロセスと利用者の変化 
Ｋさん 

病院からサポステにリファー 導入段階 事前評価段階 
①
カ
月
目 

③
カ
月
目 

支援実施段階 
⑫
カ
月
目 

見守り・フォローアップ 

 

医療ＳＷから障害者支援セン
ターにつなげる、そこからサポス
テにリファー 
インテーク、１ヶ月後から通所 
 

就職活動に入る 

ふれあいネットワークの
グループホームでパート
で働き始める 

 
 
 
 
退院 

居場所の仲間たちと介護士
養成講座説明会に参加 
 
 
 
 

 
 
講座開始まで居場所の活動 

講座開始後、ＰＳと講座実施者と
連絡しながら伴走支援 
週末は肉体労働のアルバイト 
 
 

 
 
病院から居場所に通所 
ゲーム、ＰＣレッスンなど 
公園清掃ボランティア 
履歴書セミナーなどに参加 
 
 ★障害者手帳拒否 

★一般就労希望 
★「なんとなくフリーターになっ
てぬけだせなくなった」 

★「毎日元気に通っています。受講生
仲間ともいい雰囲気です。皆さんのお
かげです。感謝しています。」 

★介護職希望 

★「興味があった、イメージ
がわいた」 
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開設から３ヶ月の状況 

  総件数 本人 家族 関係者 新規登録 

来所･訪問 117 100 16 7 48 

６月 21 20 2 3 15 

７月 34 29 5 2 17 

８月 62 51 9 2 16 

同行支援 99 96 3 2 0 

６月 8 7 2 0 0 

７月 43 42 1 1 0 

８月 48 47 0 1 0 

電話･ﾒｰﾙ 86 64 15 6 0 

６月 5 0 3 1 0 

７月 21 16 2 3 0 

８月 60 48 10 2 0 

合計 302 260 34 15 48 

６月 34 27 7 4 15 

７月 98 87 8 6 17 

８月 170 146 19 5 16 

 

男

性 

 

女

性 

  

  

 

10代 

 

20

代 

 

30

代 

 

40

代 

 

50

代 

 

不

明 

  

  

 

相模

原市

在住 

 

県内

他市 

 

県外

在住 

 

３０ 

 

１８ 

 

４ 

 

２２ 

 

１０ 

 

６ 

 

０ 

 

６ 

 

２９ 

 

６ 

 

１３ 

支援件数 ８月までの登録者内訳 
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